
がん細胞は⾃分にとって都合のいい環境（腫瘍微⼩環境）を構築し、
免疫細胞からの攻撃を回避しようとしています。
・がん細胞はどうやって免疫細胞を騙している︖︖
・騙された免疫細胞を取り戻すことはできる︖︖

免疫寛容(不応答)

免疫系
免疫細胞

病原体（菌・ウィルス）
の排除

癌細胞の除去

感染症 癌の進⾏

アレルギー反応
⾷物アレルギー、花粉症、
喘息、⽪膚炎など

組織の炎症
⾃⼰免疫疾患
リュウマチ・腸疾患など

⾃⼰⾮⾃⼰

応答

不応答

私たちの研究対象・免疫とは︖

⾮⾃⼰ 免疫応答
⾃⼰原則

実際

・好中球

・マクロファージ

・樹状細胞

・T細胞

・キラーT細胞

・B細胞

免疫細胞の代表例 腫瘍微⼩環境

腫瘍微⼩環境とは、がん細胞と免疫系細胞、⾎
管系細胞、線維芽細胞などの様々な正常な細胞
が作りだす複雑な環境（ネットワーク）のこと
を指します。これまでの研究から、腫瘍の発⽣
から発達、進⾏から転移まで多くの影響を与え
ることがわかってきています。

がん細胞逃避中︖︖

活性化Ｔ細胞

細胞死
攻撃

発病せず

発病

がん細胞の免疫逃避システムパターン

腫瘍

抗原の消失 免疫抑制物質 腫瘍環境の変化

ＰＤ-1/ＰＤ-Ｌ１を介した
免疫逃避機構

（2018年ノーベル賞）

腫瘍微⼩環境を介した
免疫逃避機構

（当研究室の研究課題）
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通常の好中球 腫瘍微⼩環境中
好中球
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免疫逃避システム

がん細胞 線維芽細胞

内⽪細胞 ⾎管

なかにし ゆうすけ

動物学科 動物細胞・免疫分野 中⻄ 祐輔
腫瘍免疫について研究しています

◀ re sea r chmap
中⻄の研究成果⼀覧はこちら


